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二
〇
一
九
年
三
月
、
三
八
年
勤
務
し
た
札
幌
市
役
所
を

退
職
し
、
現
在
民
間
企
業
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
縁
あ
っ
て
、
旧
知
の
札
幌
大
学
の
先
生
の
ご
推

薦
、
大
学
で
の
書
類
審
査
を
経
て
、
昨
年
九
月
か
ら
週
一

回
、
半
年
間
に
わ
た
り
札
幌
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
し
て

い
ま
す
。
講
義
科
目
は
一
、
二
年
生
が
対
象
の
「
地
方
政

治
論
」
で
、
一
月
中
旬
の
第
一
五
回
講
義
を
も
っ
て
、
無

事
終
了
し
、
今
月
末
の
学
生
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
残

す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

旧
知
の
先
生
か
ら
は
、「
議
会
基
本
条
例
の
こ
と
に
詳

し
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
中
心
に
学
生
に
講
義
し
て

く
れ
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、テ
キ
ス
ト(

教

科
書)

を
ど
う
す
る
か
、
議
会
技
術
研
究
会
運
営
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
元
安
孫
子
市
長
の
福

嶋
浩
彦
著
『
市
民
自
治
』（
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
携
書
）
が
体

系
的
に
整
理
さ
れ
て
い
て
、
新
書
版
で
分
か
り
や
す
い
と

い
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
て
、
講
義
用
テ
キ
ス
ト
と
し
ま

し
た
。

　

と
は
い
え
、
全
一
五
回
と
な
る
と
長
丁
場
な
の
で
、
ど

う
い
う
流
れ
が
い
い
か
熟
考
し
、
①
ま
ち
づ
く
り
は
市
民

か
ら
出
発
す
る
、②
市
民
が
行
政
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、

③
市
民
が
議
会
と
関
わ
る
、
④
二
元
代
表
制
に
お
け
る
議

会
と
首
長
の
あ
り
方
―
首
長
の
役
割
、
⑤
二
元
代
表
制
に

お
け
る
議
会
と
首
長
の
あ
り
方
―
議
会
の
役
割
、
⑥
二
元

代
表
制
に
お
け
る
議
会
と
首
長
の
あ
り
方
―
議
会
と
首
長

の
緊
張
関
係
、
⑦
自
治
基
本
条
例
、
⑧
市
民
の
公
共
と
は
、

⑨
二
元
代
表
制
の
理
解
―
過
去
か
ら
現
在
、
⑩
栗
山
町
議

会
基
本
条
例
を
分
析
す
る
、
⑪
福
島
町
議
会
基
本
条
例
を

読
む
、
⑫
芽
室
町
議
会
基
本
条
例
、
⑬
議
会
改
革
の
展
開

―
市
レ
ベ
ル
の
議
会
改
革
、議
会
改
革
の
要
諦
の
手
始
め
、

⑭
議
会
の
今
後
の
課
題
と
展
望
、
⑮
ま
と
め
、
の
構
成
と

し
ま
し
た
（
テ
キ
ス
ト
は
①
〜
⑧
で
使
用
）。

　

一
方
、
履
修
者
が
三
〇
六
名
と
、
秋
学
期
授
業
で
は
最

大
人
数
の
講
義
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
私
の
場
合
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
中
、
最
後
の
講
義
ま
で
オ
ン
デ
マ
ン

ド
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
授
業
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
合
議
制
機
関
と
し
て
の
自
治
体
議
会

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
少
々
似
て
お
り
、
議
会
の
オ
ン

ラ
イ
ン
委
員
会
と
重
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

前
述
の
と
お
り
の
流
れ
で
講
義
を
行
い
、
講
義
内
容
が

好
評
だ
っ
た
か
は
、
今
後
の
学
生
の
評
価
を
待
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
講
義
を
と
お
し
て
新
た
な
気
づ
き
が
あ
り

ま
し
た
。

　

一
点
目
は
、
栗
山
町
、
福
島
町
、
芽
室
町
等
の
議
会
基

本
条
例
の
先
進
性
を
説
明
す
る
に
し
て
も
、
や
は
り
そ
の

土
台
と
な
る
の
は
、市
民
自
治
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

議
会
・
首
長
の
関
係
性
（
二
元
代
表
制
）
の
構
築
や
、
議

会
と
市
民
と
の
交
流
等
に
つ
い
て
、
市
民
自
治
を
ベ
ー
ス

に
お
い
て
の
体
系
立
て
た
講
義
が
、
私
の
思
考
整
理
に
大

い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　

二
点
目
は
、
一
連
の
講
義
を
と
お
し
て
、
自
治
体
職
員

Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
場
（
市
役
所
、
議
会
）
の

実
情
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
で
、
議
会
の
存
在

意
義
を
。三
点
目
と
し
て
、現
実
の
地
方
政
治
は
、北
海
道
・

市
町
村
議
会
の
議
員
、
知
事
、
市
町
村
長
と
い
っ
た
、
い

わ
ゆ
る
職
業
政
治
家
の
た
め
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

私
た
ち
市
民
の
日
常
性
と
深
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
や
、

私
た
ち
市
民
が
し
っ
か
り
と
政
治
を
見
つ
め
て
い
く
こ
と

の
必
要
性
を
。
四
点
目
と
し
て
、自
治
体
議
会
の
問
題
は
、

議
会
内
、
あ
る
い
は
、
首
長
と
議
会
、
市
民
を
含
め
た
日

常
的
な
関
係
性
だ
け
で
は
な
く
、
投
票
や
選
挙
の
時
点
か

ら
、
関
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
多
少
な

り
と
も
学
生
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
地
方
政
治
は
生
活
に

密
接
し
て
い
る
と
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
そ
の
も
の
は
、
学
生
の
学

び
の
場
と
し
て
、
あ
る
程
度
有
効
に
作
用
し
た
も
の
の
、

万
能
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
自
治
体
議

会
に
も
言
え
る
こ
と
で
、
委
員
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

は
、
情
報
交
換
等
に
お
い
て
そ
れ
な
り
の
役
割
を
果
た
す

で
し
ょ
う
が
、
大
学
の
授
業
も
議
会
運
営
も
、
生
身
の
人

間
同
士
が
対
面
で
交
流
す
る
重
要
性
を
、
私
自
身
あ
ら
た

め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
危
機
的
状

況
を
乗
り
超
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
後
の
自
治
体
議
会
の
運

営
に
関
し
て
、
民
主
主
義
を
守
り
な
が
ら
、
効
率
化
の
一

環
と
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
活
用
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

を
意
識
し
、
工
夫
し
て
の
対
面
に
よ
る
交
流
と
の
バ
ラ
ン

ス
が
ど
の
よ
う
に
取
ら
れ
て
い
く
の
か
、
地
方
政
治
論
の

講
義
を
と
お
し
て
、
あ
ら
た
め
て
、
自
治
体
議
会
の
意
味

を
根
本
的
に
考
え
る
場
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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地
方
政
治
、
議
会
は
市
民
の
生
活
に
密
接
し
て
い
る

大
学
の
講
義
を
と
お
し
て
改
め
て
実
感
す
る


